

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る民事判例を若干検討する。①東京地判平成 17年6月27日判時 1923号 139




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































法学窓休第 110~星第 1 号
ど感貨なものに節点を陛いた弾力的運用が望ましい」とされている{石原}彦ほか絹『現代1fIl例
法大系銀 4 各社会生活と刑罰』日本評論社 1982~所収「ギャンプルと刑法J 249lli (小谷文
夫))。
【6) 石原ほか綴・前倒245頁〈小谷文夫〉。











































(33) 大嫁仁=河上JtJ雄=佑鶴文続編「大コン j ンタール刑法 10~J (背体重F院 1989年)235頁
〈高総省吾〉。




(37) 沼合誠一錨『会祉法コンメンタール第21f!J (商事法務2011年)101 i耳.112頁〈佐伯C
怠〉。







110 lt (佐伯に恋〉は， r会社の償請置の範聞外」を客観的に判断する見解(@の援やlを支持する
もの}が迎説であるとする。













ω7) 鳥山総ー「大手都銀による金利スワップの鵬入強制と閥的地位の活用」ジsリスト聞 8 
号222頁。
ω8) 村上正人審r株主』としての年金ファンドJ(角川学芸幽版2009年)40賞。
(49) 村上・前褐46資。
75 
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76 
語学志林
(50) 村上・前掲60買。
(51) 村上・前掲180買。
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